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学
校
紹
介
⑨

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、市
立

学
校
の
特
長
や
教
育
活
動
な
ど

を
校
長
先
生
が
紹
介
し
ま
す
。

学校給食フローチャート学校給食フローチャート学校給食フローチャート

　
本
校
は
、
現
在
10
学
級
で
、
３
１

１
名
の
生
徒
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
18
年
度
・
19
年
度
に
は
西
東

京
市
教
育
委
員
会
研
究
奨
励
校
と
し

て
、
「
個
に
応
じ
た
指
導
」
に
つ
い

て
の
研
究
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

そ
の
研
究
成
果
の
上
に
立
ち
、
平
成

20
年
度
・
21
年
度
は
西
東
京
市
教
育

委
員
会
研
究
指
定
校
と
し
て
、「
小
・

中
学
校
の
円
滑
な
接
続
を
め
ざ
し
た

小
・
中
学
校
連
携
教
育
の
あ
り
方
」

を
テ
ー
マ
に
、
９
年
間
を
通
し
た
継

続
的
な
指
導
に
よ
る
学
力
の
向
上
と
、

学
習
・
生
活
習
慣
の
確
立
を
め
ざ
し

た
研
究
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　
ま
た
、
数
学
で
の
少
人
数
指
導
や
、

長
期
休
業
中
の
補
充
学
習
、
パ
ソ
コ

ン
室
の
積
極
的
な
活
用
、
体
験
を
重

視
し
た
授
業
等
を
通
じ
、
基
礎
学
力

の
定
着
と
と
も
に
、
問
題
解
決
型
学

習
の
充
実
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
生
徒
一
人
一
人
と
の

ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
教

育
活
動
の
更
な
る
充
実
を
図
っ
て
参

り
ま
す
。

　
　
　
明
保
中
学
校
校
長山

田
　
武
司

碧
山
小
学
校

明
保
中
学
校

　
本
校
は
、
平
成
19
・
20
年
度
文
部

科
学
省
「
英
語
活
動
等
国
際
理
解
活

動
推
進
事
業
」
拠
点
校
と
し
て
英
語

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

低
学
年
で
は
、
ゲ
ー
ム
的
な
英
語
活

動
を
主
に
行
い
、
英
語
に
親
し
み
な

が
ら
楽
し
く
自
己
表
現
し
、
友
達
と

関
わ
る
活
動
を
展
開
し
ま
す
。
　
　

　
ま
た
、
高
学
年
に
な
る
に
従
い
、

異
文
化
理
解
の
驚
き
と
楽
し
さ
を
味

わ
う
活
動
を
実
施
し
ま
す
。
そ
の
中

で
、
毎
日
の
学
校
生
活
の
中
で
も
、

人
と
共
に
生
き
る
力
を
高
め
た
い
と

考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
他
方
、
算
数
学
習
で
は
少
人
数
学

習
で
き
め
の
細
か
い
指
導
を
実
施
す

る
と
と
も
に
「
計
算
名
人
週
間
」
を

設
定
し
、
基
礎
・
基
本
の
定
着
と
計

算
力
の
向
上
を
進
め
て
い
ま
す
。
　

　
さ
ら
に
、
朝
の
読
書
活
動
を
、
保

護
者
の
み
な
さ
ん
の
「
読
み
聞
か
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
ご
支
援
を
得
て

充
実
さ
せ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
て
「
豊
か
な
感
性
と
確
か

な
知
性
」
を
子
ど
も
た
ち
に
培
う
こ

と
を
全
校
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
　
　
　
碧
山
小
学
校
校
長

諸
岡
　
　
浩

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を

　
派
遣
し
て
い
ま
す

教
育
相
談
セ
ン
タ
ー
の
ご
案
内

平
成
２０
年
度
の
基
本
方
針
と
施
策
の
方
向

教
育
目
標
・
基
本
方
針

●
中
央
図
書
館
の
祝
日
開
館

　
中
央
図
書
館
は
４
月
よ
り
、
す
べ

て
の
祝
日
を
開
館
し
ま
し
た
。
利
用

で
き
る
時
間
は
午
前
10
時
か
ら
午
後

６
時
で
す
。

●
特
別
整
理
休
館

　
図
書
館
管
理
シ
ス
テ
ム
入
れ
替
え

の
た
め
、
５
月
19
日
（
月
）
〜
31
日

（
土
）の
間
、
市
内
全
図
書
館
を
休
館

し
ま
す
。

　
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
自
動
貸
出
機
の
設
置

　
６
月
１
日
よ
り
Ｉ
Ｃ
タ
グ
を
利
用

し
た
自
動
貸
出
機
を
全
館
に
設
置
し

ま
す
。

●
図
書
館
協
議
会
よ
り
「
図
書
館
事

業
の
見
直
し
」
に
つ
い
て
提
言
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
20
年
度
の
事
業
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
館
内

ポ
ス
タ
ー
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
図
書
館
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平
成
20
年
度
よ
り
、
指
定
管
理
者

が
市
内
全
て
の
ス
ポ
ー
ツ
・
運
動
施

設
の
管
理
運
営
を
行
い
ま
す
。
（
平

成
19
年
12
月
議
会
可
決
）

　
地
方
自
治
法
の
一
部
が
改
正
（
平

成
15
年
６
月
公
布
）
さ
れ
、
本
市
も

指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
・
行
政
コ
ス
ト
の

縮
減
を
図
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ

り
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る

施
設
管
理
を
目
指
し
ま
す
。

■
指
定
管
理
者

代
表
団
体
・・
三
菱
電
機
ビ
ル
テ
ク

ノ
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

構
成
団
体
・・
株
式
会
社
東
京
ア
ス

レ
テ
ィ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
、日
本
環
境
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
株
式
会
社
、N
P
O
法

人
つ
く
ば
ア
ク
ア
ラ
イ
フ
研
究
所

■
指
定
期
間

平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
25

年
３
月
31
日
ま
で

◆
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
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４
２
（
4
3
8
）
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図
書
館
か
ら
の

お
知
ら
せ

「
ス
ポ
ー
ツ
・
運
動
施
設
（
１２
施
設
）

が
指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理
運
営
が

始
ま
り
ま
し
た
。
」

　
こ
の
た
び
、
西
東
京
都
市
計
画
道

路
3
・
2
・
6
号
調
布
保
谷
線
の
事

業
化
に
伴
う
保
谷
中
学
校
体
育
館
等

の
建
替
工
事
が
、
在
校
生
、
保
護
者

並
び
に
教
職
員
や
地
域
の
皆
様
な
ど

多
く
の
関
係
者
の
方
々
の
ご
理
解
と

ご
協
力
に
よ
り
無
事
完
了
い
た
し
ま

し
た
。

　
用
地
買
収
に
よ
る
学
校
敷
地
の
減

少
分
を
補
う
た
め
に
新
体
育
館
の
屋

上
に
６
コ
ー
ス
が
確
保
で
き
る
縦
25

ｍ
の
ス
テ
ン
レ
ス
製
プ
ー
ル
を
設
置

し
、土
地
の
有
効
活
用
を
図
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
コ
ー
ト
が
二

面
と
れ
る
ア
リ
ー
ナ
と
格
技
も
行
え

る
多
目
的
室
や
、
生
徒
等
が
利
用
で

き
る
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
の
機
能

を
加
え
る
な
ど
、
各
所
に
創
意
工
夫

を
盛
り
込
ん
だ
施
設
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
屋
上
緑
化
や
植
栽
な
ど
を

施
し
、
環
境
に
配
慮
し
た
新
体
育
館

と
な
り
ま
し
た
。

◆
学
校
運
営
課
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保
谷
中
学
校
体
育
館
等
の

　
　
建
替
工
事
が

　
　
　
　
完
成
し
ま
し
た

　
昨
今
、
報
道
を
に
ぎ
わ
し
て
い
る

中
国
食
材
の
問
題
や
冷
凍
食
品
の
毒

物
混
入
な
ど
、
わ
た
し
た
ち
の
生
活

環
境
は
「
不
安
」
が
取
り
巻
い
て
い

ま
す
。
西
東
京
市
の
、
学
校
給
食
に

お
け
る
「
安
全
な
食
材
」
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
ご
紹
介
し
保
護
者
の

皆
さ
ま
に
「
安
心
と
理
解
」
を
深
め

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
学
校
給
食
で
は
、
和
洋
中
、
エ
ス

ニ
ッ
ク
風
、
無
国
籍
料
理
な
ど
バ
ラ

エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
給
食
の
提
供
を

行
っ
て
い
ま
す
。
季
節
に
合
わ
せ
た

旬
の
食
材
を
使
用
し
、
い
ろ
い
ろ
な

調
理
法
で
、
子
ど
も
た
ち
の
口
へ
と

運
ば
れ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
体
験

学
習
と
し
て
地
元
農
家
の
協
力
を
得

て
、
地
場
産
野
菜
の
生
産
か
ら
収
穫
、

食
材
へ
と
食
の
意
味
を
理
解
で
き
る

よ
う
な
活
動
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

米
飯
給
食
は
、
回
数
を
増
や
す
な
ど

し
て
伝
統
的
な
日
本
の
食
事
に
対
し

て
見
直
し
理
解
度
を
向
上
さ
せ
、
日

本
の
食
物
自
給
率
な
ど
に
関
心
が
寄

せ
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
自
身
が
関
心
を
持
ち
「
食

と
は
何
か
」
を
知
る
手
が
か
り
を
つ

か
ん
で
い
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

食
の
安
全
と
豊
か
さ

　
給
食
の
材
料
の
購
入
は
、
保
護

者
の
皆
さ
ま
方
の
給
食
費
で
賄
っ

て
い
ま
す
。
納
め
忘
れ
の
な
い
よ

う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

お
願
い

・教育委員会に登録した業者（地場産野菜を取り扱う地元農家を含む）の中
　から各学校が選択し、納入契約を行います
・生鮮食料を扱う総合卸業者は保健所の衛生検査を受けた業者です

（中国産食材は現在使用していません）
・無添加、無農薬又は減農薬の食材を使用しています
・国産食材を中心に、その日のうちに調理します
　（アレルギーを持つ児童に対する除去食もできる限り行っています）

・下洗いを入念に行い、野菜も加熱処理を行います
・異物チェックはどの行程でも厳重に行います
・調理員における腸内検査は月２回実施
・定期で調理器具、調理場内の洗浄、衛生検査や点検を実施

みんなで食べる

◆
学
校
運
営
課
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